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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 10日 (2006.5.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 熱 硬 化 性 樹 脂 を 用 い て 中 空 糸 膜 を 集 束 、 固 定 し て ポ ッ テ ィ ン グ す る 中
空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 に お い て 、 樹 脂 の 硬 化 反 応 の 途 中 で 、 樹
脂 で 集 束 、 固 定 さ れ て い る 中 空 糸 膜 端 部 を 切 断 し て 、 中 空 糸 膜 端 部 の 開 口 部 を 得 る こ と を
特 徴 と す る 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 樹 脂 で 集 束 、 固 定 さ れ て い る 中 空 糸 膜 端 部 を 切 断 し て 中 空 糸
膜 端 部 の 開 口 部 を 得 た 後 、 樹 脂 を 強 制 的 に 加 温 し て 硬 化 反 応 を 促 進 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 熱 硬 化 性 樹 脂 が 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
あ る い は ２ 記 載 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 熱 硬 化 性 樹 脂 が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ あ る
い は ２ 記 載 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 切 断 時 の 樹 脂 の 硬 度 が Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ａ 硬 度 で ４ ０ ～
９ ５ の 範 囲 で あ り 、 か つ 、 切 断 後 樹 脂 の 硬 化 反 応 を 完 了 さ せ た と き の 硬 度 が
、 切 断 時 の 硬 度 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 切 断 時 の 樹 脂 の 硬 度 が Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ｄ 硬 度 で ４ ０ ～
９ ０ の 範 囲 で あ り 、 か つ 、 切 断 後 樹 脂 の 硬 化 反 応 を 完 了 さ せ た と き の 硬 度 が
、 切 断 時 の 硬 度 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造
方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ポ ッ テ ィ ン グ 材 と し て 熱 硬 化 性 樹 脂 を 使 用 し て 中 空 糸 膜 を モ ジ ュ ー ル 化 す る と き 、 各 中
空 糸 膜 の 端 部 を 目 止 め し 、 樹 脂 を 中 空 糸 膜 の 固 定 部 に 流 し 込 み 、 樹 脂 硬 化 後 、 端
部 を 切 断 し て 中 空 糸 膜 の 開 口 部 を 得 る 方 法 が 一 般 的 に 用 い ら れ る 。 こ の 方 法 に お い て は 、

熱 硬 化 性 該 熱 硬 化 性

熱 硬 化 性
該 熱 硬 化 性

熱 硬 化 性
の 該 熱 硬 化 性

熱 硬 化 性
の 該 熱 硬 化 性

熱 硬 化 性



従 来 、 樹 脂 の 硬 化 反 応 が ほ ぼ 完 了 し た 時 点 で 端 部 の 切 断 が 行 わ れ て い る
。 端 部 の 切 断 は 、 通 常 、 刃 で 押 し 切 っ て 端 部 を ス ラ イ ス し 所 定 の 開 口 端 面 を 形 成
す る 方 法 や 、 チ ッ プ ソ ー や 鋸 刃 を 用 い て 削 り な が ら 端 部 を 切 断 し て 開 口 部 を 形 成 す る 方 法
等 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 端 部 の 切 断 が 樹 脂 の 硬 化 が 完 了 し た 時 点 で は 、 通 常 、 樹 脂 は 相 当 の 硬
さ に な っ て お り 、 刃 で 押 し 切 っ て 端 部 を 切 断 す る 方 法 で は 、 切 断 す る 際 に 相 当 量 の せ ん 断
応 力 が 加 わ る た め 、 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 内 で ポ ッ テ ィ ン グ 接 着 し て
い る 部 分 に 剥 離 が 生 じ 、 膜 モ ジ ュ ー ル と し て の 機 能 を 失 っ て し ま う こ と が あ り 、 ま た 、 硬
い ポ ッ テ ィ ン グ を 切 断 す る こ と で 、 刃 の 先 端 が こ ぼ れ や す く な り 、 刃 の 交 換 頻 度 が 高 く
な る と い う 問 題 も あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 端 部 の 切 断 部 を 加 温 し て 樹 脂 を 柔 ら か く し て か ら 切 断 す る 方 法 も あ る が
、 切 断 の 都 度 樹 脂 を 加 温 す る た め カ ッ ト に か か る 作 業 時 間 が 長 く な る こ と と 、 中 空 糸 膜 の
耐 熱 性 が 低 い 場 合 に は 中 空 糸 膜 が 溶 融 す る こ と に よ っ て そ の 切 断 面 が 閉 塞 し て し ま う と い
う 問 題 も あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 チ ッ プ ソ ー や 鋸 刃 を 用 い て 削 り な が ら 切 断 す る 方 法 で は 、 硬 い 樹 脂 で も 容 易 に
切 断 は で き る も の の 、 削 り く ず 等 が 中 空 糸 膜 の 開 口 部 に 詰 ま り 閉 塞 さ せ て し ま う 点 と 、 削
ら れ る 時 の 衝 撃 で 中 空 糸 膜 と ポ ッ テ ィ ン グ の 界 面 で 剥 離 が 生 じ 易 い と い う 問 題 も あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 ６ － １ ７ ０ １ ７ ６ 号 公 報 に は エ ポ キ シ 樹 脂 で ポ ッ テ ィ ン グ さ れ た 中 空 糸
膜 モ ジ ュ ー ル の 製 法 が 記 載 さ れ て い る が 、 エ ポ キ シ 樹 脂 の 硬 化 後 に 切 断 し て い る た め 、 切
断 時 の 衝 撃 で ケ ー ス と ポ ッ テ ィ ン グ の 間 に 剥 離 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 特 開 平 ６
－ ５ ５ ０ ４ ０ 号 公 報 に は 中 空 糸 膜 を ポ ッ テ ィ ン グ 固 定 し た 後 に ハ ウ ジ ン グ ケ ー ス と 接 着 す
る 方 法 が 記 載 さ れ て い る が 、 こ の 方 法 に お い て も 樹 脂 硬 化 物 の 硬 さ に よ っ て は 、 切 断 時 に
ケ ー ス と の 剥 離 も 考 え ら れ る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ケ ー ス と ポ ッ テ ィ ン グ を 接 着 す る 工 程
は 煩 雑 で 、 接 着 固 定 に 時 間 を 要 す る た め 生 産 性 が 高 い と は 言 え な い 。 さ ら に 、 特 開 平 ６ －
６ ３ ３ ６ ８ 号 公 報 に は 、 中 空 糸 膜 端 部 を 開 口 さ せ る た め に 切 断 す る ポ ッ テ ィ ン グ 部 分 に 、
切 断 容 易 な 材 料 を 用 い る 方 法 が 提 案 さ れ て い る が 、 こ れ に つ い て は ２ 種 類 の 樹 脂 を 別 々 に

(2) JP 2000-317275 A5 2006.6.22

熱 硬 化 性 中 空 糸 膜
中 空 糸 膜

中 空 糸 膜 熱 硬 化 性

熱 硬 化 性 樹 脂 が 材 と し て

材

中 空 糸 膜

材

材

材



注 入 し な け れ ば な ら ず 、 生 産 性 に お い て 問 題 が あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 熱 硬 化 性 樹 脂 を 用 い て 中 空 糸 膜 を 集 束 、 固 定 し て ポ ッ テ ィ ン グ す る 中 空 糸 膜
モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 に お い て 、 樹 脂 の 硬 化 反 応 の 途 中 で 、 樹 脂 で 集
束 、 固 定 さ れ て い る 中 空 糸 膜 端 部 を 切 断 し て 、 中 空 糸 膜 端 部 の 開 口 部 を 得 る こ と を 特 徴 と
す る 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 樹 脂 で 集 束 、 固 定 さ れ て い る 中 空 糸 膜 端 部 を 切 断 し て 中 空 糸
膜 端 部 の 開 口 部 を 得 た 後 、 樹 脂 を 強 制 的 に 加 温 し て 硬 化 反 応 を 促 進 す る こ と を
特 徴 と す る 上 記 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法 に あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 本 発 明 は 、 中 空 糸 膜 の 片 端 あ る い は 両 端 を 熱 硬 化 性 樹 脂 の ポ ッ テ ィ ン グ で 集 束 固 定 し
、 そ の ポ ッ テ ィ ン グ 部 を 切 断 し て 中 空 糸 膜 端 部 を 開 口 す る 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の 製 造 方 法
で あ る が 、 ポ ッ テ ィ ン グ 材 に 用 い た 樹 脂 の 硬 化 反 応 が 完 了 し な い う ち に 切 断 す る
こ と を 除 い て は 、 任 意 の 方 法 が 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル に お け る ポ ッ テ ィ ン グ と し て は 、 任 意 の 熱 硬 化 性 樹 脂 に
よ る 接 着 剤 が 用 い ら れ る 。 例 え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 不 飽 和 ポ リ エ
ス テ ル 系 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 樹 脂 は 単 独 で 、 ま た は 混 合 し て 用 い る こ と が で き る
。 ま た 、 こ れ ら 樹 脂 は 中 空 糸 膜 や モ ジ ュ ー ル ケ ー ス と の 接 着 性 や 、 耐 熱 性 、 耐 薬 品 性 を 考
慮 し て 選 択 で き る が 、 中 で も 硬 化 反 応 条 件 を 幅 広 く 選 択 で き る ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 や エ ポ キ
シ 樹 脂 が 特 に 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル の ポ ッ テ ィ ン グ 部 に お い て は 、 ケ ー ス の 中 に ポ ッ テ ィ ン グ が 接 着
固 定 さ れ て い て も 、 ポ ッ テ ィ ン グ が む き 出 し に な っ て い て も ど ち ら で も 構 わ な い 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 樹 脂 注 入 に 際 し て 、 ポ ッ テ ィ ン グ さ れ る 中 空 糸 膜 の 最 先 端 部 は 何 ら か の 方 法 で
目 止 め し て 塞 が れ て い る こ と が 必 要 で あ る が 、 こ の 目 止 め の 方 法 も 任 意 の 方 法 が 用 い ら れ
る 。 中 空 糸 膜 の そ れ ぞ れ の 開 口 部 の 先 端 を 樹 脂 な ど で 封 止 し て も よ い し 、 熱 融 着 等 の 方 法
で 先 端 部 を つ ぶ す 方 法 や 、 中 空 糸 膜 を Ｕ 字 状 に 折 り 返 す 方 法 等 に よ り 、 樹 脂 の 中
空 糸 膜 内 部 へ の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 中 空 糸 膜 を 集 束 し ポ ッ テ ィ ン グ す る 個 所 に 所 定 量 の 熱 硬 化 性 樹 脂 を 注 入 し た 後 、 樹 脂 に
よ っ て そ の 速 さ に 違 い は あ る が 、 次 第 に 硬 化 反 応 が 進 み 、 流 動 性 が な く な り 、 硬 化 物 と な
っ て 膜 を 介 し た 一 次 側 と 二 次 側 を 密 に 仕 切 る 部 材 と し て 機 能 す る 。 こ の 樹 脂 は 、
中 空 糸 膜 の 開 口 端 面 を 形 成 す る た め に 切 断 す る 必 要 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 切 断 は 少 な く と も 樹 脂 の 流 動 性 が 無 く な く な っ て か ら 、 す な わ ち ゲ ル 化 し た 段 階 以 降 で
行 う こ と が 好 ま し い 。 通 常 の 熱 硬 化 性 樹 脂 の 場 合 に は 、 ゲ ル 化 後 も さ ら に 硬 化 反 応 が 進 行
し 、 完 全 に 樹 脂 の 硬 化 反 応 が 終 了 し た 時 点 で は 、 樹 脂 の 硬 度 が 大 き い た め 切 断 時 の 衝 撃 で
ケ ー ス か ら が 剥 離 し た り 、 刃 が こ ぼ れ た り す る た め 、 樹 脂 が 完 全 に 硬 化 す る 前 に

の 切 断 を 行 い 、 最 終 的 な 開 口 端 面 を 形 成 さ せ て か ら 硬 化 反 応 の 完 了 を 行 う 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 ゲ ル 化 完 了
ま で 硬 化 が 完 了 し な い 硬 化 剤 や 硬 化 条 件 使 用 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 樹 脂 の 切 断 時 の 硬 度 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 で 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ａ ）
４ ０ ～ ９ ５ の 範 囲 、 エ ポ キ シ 樹 脂 で 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ Ｄ ） ４ ０ ～ ９ ０ の 範 囲 が
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好 ま し く 、 最 終 的 に 硬 化 反 応 完 了 し た 時 の 硬 度 は 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 で は 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ
 Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ａ ） ６ ０ ～ １ ０ ０ 、 エ ポ キ シ 樹 脂 で は 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ｄ ） ５ ０
～ １ ０ ０ の 範 囲 の も の が 好 ま し い 。 こ の よ う に 樹 脂 の 硬 化 反 応 完 了 時 の 硬 度 は 切
断 時 よ り 大 き い も の と な る 。 切 断 に 際 し て 、 硬 化 物 に お け る そ の 他 の 機 械 的 物 性 に つ い て
は 特 に 数 値 的 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 切 断 後 、 強 度 や 弾 性 率 は 向 上 す る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 使 用 す る 樹 脂 、 硬 化 反 応 が 完 了 す る ま で に 数 時 間 以 上
を 要 す る 、 二 段 階 や 多 段 階 の 硬 化 反 応 に よ っ て 硬 化 さ せ
る 条 件 は 、 利 用 し 易 い 硬 化 条 件 で あ る と い え る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば 硬 化 反 応 が 二 段 階 の ス テ ー ジ に 分 け ら れ る よ う な 硬 化 条 件 に お い て は 、 樹 脂 注 入
時 か ら ゲ ル 化 ま で は 、 比 較 的 低 温 （ 例 え ば 常 温 ） で 行 い 、 ゲ ル 化 後 端 部 の カ ッ ト
を 行 い 開 口 端 面 を 形 成 さ せ る 。 こ の と き 低 温 の ま ま で は 、 硬 化 反 応 は そ れ 以 上 進 行 し な い
が 、 そ の 後 ポ ッ テ ィ ン グ 部 を 加 温 ま た は 加 熱 し て 硬 化 反 応 を 促 進 さ せ 、 樹 脂 硬 化 物 の 物 性
を 高 め る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 開 口 端 面 形 成 後 、 加 温 ま た は 加 熱 し て 硬 化 反 応 を 促 進 さ
せ る 方 法 は 、 二 段 階 や 多 段 階 に 分 か れ る 硬 化 反 応 だ け で な く 、 低 温 で も 経 時 的 に 硬 化 反 応
が 進 み 最 終 物 性 に 到 達 す る よ う な 硬 化 条 件 の 場 合 で も 、 硬 化 反 応 の 途 中 で カ ッ ト し て 開 口
端 面 を 形 成 し 、 そ の 後 、 加 温 ま た は 加 熱 し て 硬 化 反 応 を 促 進 さ せ る こ と は で き る 。 　
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 実 施 例 １ ］
　 中 空 糸 膜 と し て ポ リ エ チ レ ン を 溶 融 中 空 紡 糸 し て 得 た 平 均 孔 径 ０ ． １ μ ｍ の 多 孔 質 中 空
糸 膜 （ 外 径 ３ ８ ０ μ ｍ 、 内 径 ２ ７ ０ μ ｍ ） を 用 い 、 長 さ 約 ８ ０ ｃ ｍ の 該 多 孔 質 中 空 糸 膜 ３
５ ０ ０ 本 を Ｕ 字 状 に し 、 そ の 端 部 を 揃 え て ポ ッ テ ィ ン グ 部 を 形 成 す る ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製
ケ ー ス 内 に 挿 入 し 、 樹 脂 と し て コ ロ ネ ー ト ４ ４ ０ ３ （ 日 本 ポ リ ウ レ タ ン （ 株 ） 製
； ウ レ タ ン 系 接 着 剤 主 剤 、 商 品 名 ） ６ ２ 重 量 部 、 ニ ッ ポ ラ ン ４ ２ ７ ６ （ 日 本 ポ リ ウ レ タ ン
（ 株 ） 製 ； ウ レ タ ン 系 接 着 剤 硬 化 剤 、 商 品 名 ） ３ ８ 重 量 部 を 配 合 し て な る 二 液 硬 化 型 ウ レ
タ ン 樹 脂 ６ ０ ｇ を ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 下 で 、 ４ ４ Ｇ の 遠 心 力 作 用 下 で モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 内 の ポ
ッ テ ィ ン グ 部 に ３ 時 間 か け て 注 入 を 行 い （ ３ 時 間 で ゲ ル 化 ） 、 そ の 後 室 温 で ２ 時 間 放 置 し
硬 化 さ せ た 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 硬 化 し た ポ ッ テ ィ ン グ の 端 部 を ギ ロ チ ン 式 の カ ッ タ ー で ス ラ イ ス し て 中 空 糸 膜 の 開 口
端 面 を 形 成 し た 。 こ の よ う に し て 中 空 糸 膜 の 開 口 部 を 得 た 後 、 ４ 日 間 室 温 で 放 置 し て

樹 脂 を さ ら に 硬 化 さ せ て 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 得 た 。 別 に 、 本 実 施 例 で 用 い た も の と
同 様 の 条 件 で 配 合 し た 二 液 硬 化 型 ウ レ タ ン 樹 脂 を 、 本 実 施 例 と 同 じ に な る よ う な 温 度 下 に
お き 、 カ ッ ト を 行 っ た と き の 時 間 に 相 当 す る 時 間 経 過 後 の 樹 脂 の 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ
 Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ａ ） は ７ ２ 、 引 張 強 度 は ５ ． １ Ｍ Ｐ ａ で あ っ た 。 さ ら に こ れ を 室 温 で 4日 間
放 置 し て 硬 化 さ せ た 樹 脂 の 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ａ ） は ９ ３ 、 引 張 強 度 は
１ ７ ． ６ Ｍ Ｐ ａ で 、 そ の 後 こ れ ら の 物 性 に 変 化 は 無 か っ た 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 作 製 さ れ た 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル は 、 ポ ッ テ ィ ン グ と ケ ー ス 内 面 の 剥 離 や 中 空 糸 膜 と ポ
ッ テ ィ ン グ の 剥 離 も な く リ ー ク の な い 膜 モ ジ ュ ー ル で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 中 空 糸 膜 と し て 、 ポ リ エ チ レ ン を 多 孔 質 層 、 セ グ メ ン ト 化 ポ リ ウ レ タ ン を 均 質 層 と し 、
中 空 紡 糸 し て 得 た 均 質 層 が 多 孔 質 層 で 挟 ま れ た 三 層 膜 構 造 の 中 空 糸 膜 （ 外 径 ２ ８ ０ μ ｍ 、
内 径 ２ ０ ０ μ ｍ ） を 用 い 、 長 さ 約 ２ ８ ｃ ｍ の 該 中 空 糸 膜 ２ ０ ５ ０ ０ 本 を 束 ね 、 そ れ ぞ れ 両
端 部 を 揃 え て 筒 状 の 変 性 ポ リ フ ェ ニ レ ン オ キ サ イ ド 樹 脂 製 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 内 に 挿 入 し て
配 し 、 中 空 糸 膜 束 両 端 部 の 開 口 端 を 熱 融 着 に よ り 目 止 め し た 後 、 中 空 糸 膜 束 両 端 部 に 、 エ
ピ コ ー ト ８ ２ ８ （ 油 化 シ ェ ル （ 株 ） 製 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 商 品 名 ） ２ ６ ．
４ 重 量 部 、 エ ピ ク ロ ン Ｔ Ｓ Ｒ － ２ ４ ３ （ 大 日 本 イ ン キ 化 学 （ 株 ） 製 、 ウ レ タ ン 変 性 エ ポ キ
シ 樹 脂 、 商 品 名 ） ４ ４ ． ０ 重 量 部 、 Ｅ Ｒ Ｉ Ｓ Ｙ Ｓ  Ｇ Ｅ － ６ ０ （ Ｂ Ｔ Ｒ ジ ャ パ ン 製 、 ソ ル
ビ ト ー ル ポ リ グ リ シ ジ ル エ ー テ ル 、 商 品 名 ） ８ ． ８ 重 量 部 、 Ｐ Ａ Ｃ Ｍ （ Ｂ Ｔ Ｒ ジ ャ パ ン 製
、 硬 化 剤 ： ビ ス （ ４ － ア ミ ノ シ ク ロ ヘ キ シ ル ） メ タ ン 、 商 品 名 ） ２ ０ ． ８ 重 量 部 を 配 合 し
て な る エ ポ キ シ 樹 脂 ７ ５ ｇ を 樹 脂 と し て ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 下 で 、 ６ ０ Ｇ の 遠 心 力 作
用 下 で ８ ０ 分 間 か け て モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 内 の ポ ッ テ ィ ン グ 部 に 注 入 を 行 い （ ７ ０ 分 で ゲ ル
化 ） 、 そ の 後 ６ ５ ℃ で ３ ０ 分 間 乾 燥 器 中 で 放 置 し 硬 化 さ せ た 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 硬 化 し た ポ ッ テ ィ ン グ の 端 部 を ギ ロ チ ン 式 の カ ッ タ ー で ス ラ イ ス し て 中 空 糸 膜 の 開 口
端 面 を 形 成 し た 。 中 空 糸 膜 の 開 口 部 を 得 た 後 、 ８ ０ ℃ で ６ 時 間 硬 化 反 応 を 促 進 さ せ 完 全 に
硬 化 さ せ 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 得 た 。 実 施 例 1と 同 様 に 樹 脂 を 別 に 調 整 し 、 カ ッ
ト 時 に 相 当 す る 時 間 経 過 後 の 樹 脂 の 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ｄ ） は ６ ４ 、 曲
げ 弾 性 率 は ９ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ っ た 。 同 様 に ８ ０ ℃ で ６ 時 間 、 さ ら に 硬 化 反 応 を 促 進 さ せ 完
全 に 硬 化 さ せ た 樹 脂 の 硬 度 （ Ａ Ｓ Ｔ Ｍ  Ｓ Ｈ Ｏ Ｒ Ｅ  Ｄ ） は ８ ９ 、 曲 げ 弾 性 率 は １
７ ９ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ り 、 そ の 後 こ れ ら の 物 性 に 変 化 は 無 か っ た 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 方 法 で 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を ５ ０ 本 作 製 し た が 、 全 数 に お い て ポ ッ テ ィ ン グ と
ケ ー ス の 剥 離 や 中 空 糸 膜 と ポ ッ テ ィ ン グ の 剥 離 も な く リ ー ク の な い 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル
が 製 造 で き た 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
［ 比 較 例 １ ］
　 樹 脂 注 入 後 、 ６ ５ ℃ で ３ ０ 分 、 ８ ０ ℃ で ６ 時 間 硬 化 さ せ た ほ か は 実 施 例 ２ と 同
様 に し て 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 作 製 し た が 、 ５ ０ 本 作 製 し た 内 ２ ８ 本 に ポ ッ テ ィ ン グ と
モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 内 面 の 剥 離 に よ る リ ー ク が 発 生 し て い た 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 の 硬 化 反 応 が 完 了 す る 前 に 中 空 糸 膜 の 開
口 端 面 を 形 成 す る た め 端 部 の 切 断 を 行 う の で 、 切 断 時 の せ ん 断 応 力 を 小 さ く す
る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス と ポ ッ テ ィ ン グ の 剥 離 や 中 空 糸 膜 と ポ ッ テ
ィ ン グ の 剥 離 が な く 、 簡 潔 な 工 程 で リ ー ク の な い 中 空 糸 膜 モ ジ ュ ー ル を 効 率 的 （ 歩 留 り
よ く ） に 製 造 す る こ と が で き る 。
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